
アジ研ワールド・トレンド No.248（2016. 6） 4

●
不
安
定
要
因
の
相
互
関
連

　
「
ア
ラ
ブ
の
春
」
以
降
の
イ
エ
メ
ン

の
混
迷
は
、
二
〇
一
五
年
の
ホ
ー
シ
ー

派
ク
ー
デ
タ
に
よ
っ
て
、
つ
い
に
内
戦

状
態
に
陥
っ
た
。
も
と
も
と
イ
エ
メ
ン

に
関
し
て
は
、
二
〇
一
一
年
以
前
か
ら

多
く
の
不
安
定
要
因
が
指
摘
さ
れ
て
き

た
。
ま
ず
は
、
北
部
（
統
一
前
の
旧
北

イ
エ
メ
ン
の
地
域
）
の
山
岳
地
帯
に
分

布
す
る
部
族
勢
力
で
あ
る
ハ
ー
シ
ド
部

族
連
合
と
バ
キ
ー
ル
部
族
連
合
。
国
軍

を
凌
駕
す
る
そ
の
民
兵
力
か
ら
、
彼
ら

の
利
害
は
政
権
や
政
策
に
決
定
的
な
影

響
を
及
ぼ
す
と
い
わ
れ
て
き
た
。
特
に
、

構
成
部
族
間
の
紐
帯
が
よ
り
強
く
、
部

族
連
合
長
を
擁
し
て
政
治
的
影
響
力
を

行
使
す
る
ハ
ー
シ
ド
部
族
連
合
は
、
中

央
政
府
を
し
の
ぐ
イ
エ
メ
ン
最
強
の
政

治
ア
ク
タ
ー
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

　

続
い
て
、
一
九
九
〇
年
南
北
イ
エ
メ

ン
統
一
以
降
に
生
じ
た
イ
ス
ラ
ー
ム
過

激
派
。
こ
れ
は
主
と
し
て
南
部
（
旧
南

イ
エ
メ
ン
の
地
域
）
で
活
動
し
て
お
り
、

現
在
は
二
〇
〇
九
年
に
結
成
さ
れ
た
ア

ラ
ビ
ア
半
島
の
ア
ル
カ
ー
イ
ダ
（
Ａ
Ｑ

Ａ
Ｐ
）、
二
〇
一
一
年
政
変
時
に
勢
力

圏
を
形
成
し
た
ア
ン
サ
ー
ル
・
シ
ャ
リ

ー
ア
、
そ
こ
か
ら
二
〇
一
四
年
に
分
派

し
た
イ
ス
ラ
ー
ム
国
に
大
別
さ
れ
る
。

そ
し
て
、
二
〇
〇
四
年
に
顕
在
化
し
た

ホ
ー
シ
ー
派
（
後
述
）。
ま
た
、
二
〇

〇
七
年
に
は
旧
南
イ
エ
メ
ン
の
平
和
的

な
再
分
離
独
立
を
目
指
す
南
部
運
動

（
通
称
ヒ
ラ
ー
ク
）
が
生
じ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
二
〇
〇
五
年
か
ら
は
イ
ラ
ン

の
革
命
防
衛
隊
コ
ッ
ズ（
エ
ル
サ
レ
ム
）

部
隊
が
ホ
ー
シ
ー
派
を
支
援
し
、
現
在

の
内
戦
で
は
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
主
導
の

ア
ラ
ブ
連
合
軍
が
空
爆
を
行
っ
て
お
り
、

こ
れ
ら
地
域
諸
国
も
外
的
な
フ
ァ
ク
タ

ー
と
し
て
加
わ
っ
て
い
る
。

　

政
治
情
勢
が
不
安
定
な
国
は
多
い
が
、

一
定
の
勢
力
を
持
つ
そ
の
要
因
が
、
こ

れ
だ
け
並
ぶ
国
も
珍
し
い
の
で
は
な
い

か
。
こ
れ
ら
の
不
安
定
要
因
が
、

二
〇
一
一
年
の
政
変
に
お
い
て
は
首
都

サ
ナ
ア
で
の
治
安
部
隊
と
部
族
民
兵
の

衝
突
や
、
イ
ス
ラ
ー
ム
過
激
派
に
よ
る

南
部
の
都
市
占
拠
お
よ
び
そ
の
周
辺
地

域
で
の
勢
力
圏
確
立
な
ど
、
他
の
国
々

に
は
な
い
特
殊
な
展
開
を
イ
エ
メ
ン
に

も
た
ら
し
た
。
現
在
に
お
い
て
も
、
内

戦
状
態
に
あ
る
ア
ラ
ブ
諸
国
は
他
に
三

カ
国
（
イ
ラ
ク
、
シ
リ
ア
、
リ
ビ
ア
）

あ
る
と
は
い
え
、
イ
エ
メ
ン
の
内
戦
で

は
、
ホ
ー
シ
ー
派
を
筆
頭
と
す
る
不
安

定
要
因
が
特
に
固
有
な
状
況
を
作
り
出

し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
不
安
定
要
因
は
、
こ
れ
ま
で

並
列
的
に
指
摘
さ
れ
認
識
さ
れ
て
き
た
。

確
か
に
、
ハ
ー
シ
ド
・
バ
キ
ー
ル
は
北

部
の
地
方
勢
力
。
イ
ス
ラ
ー
ム
過
激
派

は
ス
ン
ナ
派
で
、
ホ
ー
シ
ー
派
は
シ
ー

ア
派
。
南
部
運
動
は
文
字
ど
お
り
南
部

の
地
方
勢
力
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
そ
れ

ぞ
れ
に
立
場
や
主
体
、
目
的
が
異
な
る

勢
力
で
あ
る
。
し
か
し
、
実
は
こ
れ
ら

は
互
い
に
関
連
し
影
響
し
あ
っ
て
、
イ

エ
メ
ン
全
体
の
情
勢
を
複
雑
化
し
深
刻

化
さ
せ
て
き
た
。
つ
ま
り
、
イ
エ
メ
ン

情
勢
の
混
迷
は
、
不
安
定
要
因
が
多
い

か
ら
生
じ
て
い
る
と
い
う
よ
り
も
、
む

し
ろ
そ
の
不
安
定
要
因
が
互
い
に
作
用

し
あ
っ
て
事
態
の
悪
化
を
招
き
続
け
て

き
た
結
果
な
の
で
あ
る
。

　

な
か
で
も
、
ホ
ー
シ
ー
派
の
展
開
に

は
、
イ
ス
ラ
ー
ム
過
激
派
の
背
景
で
あ

る
サ
ラ
フ
ィ
ス
ト
と
ハ
ー
シ
ド
部
族
連

合
、
そ
し
て
サ
ー
レ
ハ
政
権
が
絡
み
合

っ
て
お
り
、
今
次
内
戦
は
そ
の
相
互
関

連
の
帰
結
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
本
稿

で
は
以
下
、
こ
れ
ら
の
相
互
関
連
を
整

理
す
る
と
と
も
に
、
そ
こ
か
ら
イ
エ
メ

ン
情
勢
の
特
質
に
関
す
る
評
価
を
試
み

た
い
。

●
サ
ラ
フ
ィ
ス
ト

　

ホ
ー
シ
ー
派
の
内
容
や
展
開
に
関
し

て
は
、
い
ま
だ
不
明
確
な
点
が
多
い
が
、

そ
の
起
源
は
以
下
の
よ
う
に
説
明
さ
れ

て
い
る
。
一
九
八
〇
～
九
〇
年
代
に
、

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
は
イ
エ
メ
ン
北
部
の

ザ
イ
ド
派
（
シ
ー
ア
派
）
地
域
、
特
に

そ
の
中
心
地
で
あ
る
サ
ア
ダ
市
の
周
辺

で
、
ワ
ッ
ハ
ー
ブ
派
（
ス
ン
ナ
派
）
の

教
育
活
動
を
組
織
的
に
行
っ
た
。
イ
エ

メ
ン
で
ザ
イ
ド
派
を
信
仰
し
て
い
る
の

イエメン
忘れ去られた

「アラブの春」の落とし子

松
本 

弘

イ
エ
メ
ン
の
部
族
と
サ
ラ
フ
ィ
ス
ト

　
―
ホ
ー
シ
ー
派
伸
張
の
背
景
―
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は
前
述
の
ハ
ー
シ
ド
・
バ
キ
ー
ル
の
部

族
民
の
み
で
あ
り
、
要
す
る
に
ハ
ー
シ

ド
・
バ
キ
ー
ル
の
地
域
で
こ
れ
が
行
わ

れ
た
。
ハ
ー
シ
ド
部
族
連
合
長
の
ア
ブ

ド
ッ
ラ
ー
・
ア
ハ
マ
ル
は
ザ
イ
ド
派
で

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
ワ
ッ
ハ

ー
ブ
派
の
教
育
活
動
を
支
援
し
、
ハ
ー

シ
ド
の
部
族
長
た
ち
も
こ
れ
に
呼
応
し

た
。

　

一
九
六
二
年
の
北
イ
エ
メ
ン
革
命

（
ザ
イ
ド
派
イ
マ
ー
ム
を
国
王
と
す
る

王
制
を
打
倒
し
て
イ
エ
メ
ン
・
ア
ラ
ブ

共
和
国
を
樹
立
）
以
降
、
ザ
イ
ド
派
の

権
威
や
政
治
的
・
社
会
的
影
響
力
は
失

わ
れ
て
お
り
、
ハ
ー
シ
ド
・
バ
キ
ー
ル

は
ザ
イ
ド
派
と
い
う
宗
派
で
は
な
く
、

部
族
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を

保
持
し
て
、
外
部
か
ら
も
そ
の
よ
う
に

認
識
さ
れ
て
い
た
。
そ
う
し
た
な
か
、

イ
エ
メ
ン
政
界
有
数
の
実
力
者
で
あ
る

ア
ブ
ド
ッ
ラ
ー
は
、
自
身
が
持
つ
サ
ウ

ジ
ア
ラ
ビ
ア
と
の
太
い
パ
イ
プ
を
優
先

し
て
、
ワ
ッ
ハ
ー
ブ
派
の
活
動
を
支
援

し
た
。
そ
の
後
、
イ
エ
メ
ン
で
ワ
ッ
ハ

ー
ブ
派
に
感
化
さ
れ
た
者
た
ち
は
、
サ

ラ
フ
ィ
ス
ト
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
る

（
参
考
文
献
⑤
）。

　

ハ
ー
シ
ド
の
有
力
者
た
ち
が
サ
ウ
ジ

ア
ラ
ビ
ア
に
協
力
す
る
と
い
う
ザ
イ
ド

派
の
危
機
的
状
況
に
対
し
、
サ
イ
イ
ド

（
預
言
者
ム
ハ
ン
マ
ド
の
子
孫
）
の
家

系
で
あ
る
ホ
ー
シ
ー
家
の
家
長
バ
ド
ル

ッ
デ
ィ
ー
ン
・
ホ
ー
シ
ー
が
、
サ
ア
ダ

州
で
ザ
イ
ド
派
の
復
興
運
動
を
開
始
し

た
。
息
子
の
フ
サ
イ
ン
・
ホ
ー
シ
ー
も

ま
た
、
ザ
イ
ド
派
ウ
ラ
マ
ー
と
し
て
反

ワ
ッ
ハ
ー
ブ
、
反
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
の

演
説
を
続
け
た
が
、
フ
サ
イ
ン
の
演
説

は
次
第
に
反
米
の
要
素
を
含
む
よ
う
に

な
る
。
も
と
も
と
、
中
東
に
お
け
る
さ

ま
ざ
ま
な
問
題
の
元
凶
を
米
サ
ウ
ジ
同

盟
に
求
め
る
風
潮
は
強
く
、
反
サ
ウ
ジ

の
演
説
が
反
米
に
向
か
う
こ
と
は
あ
る

意
味
自
然
な
こ
と
だ
っ
た
。
フ
サ
イ
ン

の
反
米
演
説
は
過
激
さ
を
増
し
、

二
〇
〇
三
年
イ
ラ
ク
戦
争
の
前
後
に
そ

の
頂
点
に
達
し
て
、
多
く
の
若
者
が
演

説
に
集
ま
る
よ
う
に
な
る
。

　

二
〇
〇
四
年
、
フ
サ
イ
ン
の
支
持
者

た
ち
が
サ
ナ
ア
の
モ
ス
ク
で
「
ア
メ
リ

カ
に
死
を
、
イ
ス
ラ
エ
ル
に
死
を
」
と

叫
び
だ
し
、
警
察
に
拘
束
さ
れ
る
事
件

が
発
生
す
る
。
以
前
か
ら
「
テ
ロ
リ
ス

ト
の
隠
れ
家
」
と
し
て
ア
メ
リ
カ
か
ら

非
難
さ
れ
て
い
た
イ
エ
メ
ン
政
府
は
、

二
〇
〇
一
年
ア
メ
リ
カ
同
時
多
発
テ
ロ

以
降
の
ア
メ
リ
カ
の「
テ
ロ
と
の
戦
い
」

に
積
極
的
に
協
力
し
て
お
り
、
フ
サ
イ

ン
の
反
米
活
動
は
極
め
て
不
都
合
な
も

の
だ
っ
た
。
サ
ー
レ
ハ
大
統
領
は
、
異

父
弟
の
ア
リ
ー
・
ム
フ
シ
ン
を
司
令
官

と
す
る
第
一
機
甲
旅
団
に
フ
サ
イ
ン
の

拘
束
を
命
じ
た
。
し
か
し
、
拘
束
に
向

か
っ
た
部
隊
は
フ
サ
イ
ン
支
持
の
若
者

た
ち
と
銃
撃
戦
と
な
り
、
双
方
に
多
く

の
死
者
を
出
し
て
し
ま
う
。
こ
れ
以
降
、

ホ
ー
シ
ー
派
と
呼
ば
れ
る
こ
と
と
な
る

勢
力
と
政
府
軍
の
衝
突
が
断
続
的
に
続

く
。

　

政
府
軍
だ
け
で
は
ホ
ー
シ
ー
派
を
鎮

圧
で
き
な
い
サ
ー
レ
ハ
は
、
ハ
ー
シ
ド

部
族
連
合
に
支
援
を
要
請
し
た
。
ア
ブ

ド
ッ
ラ
ー
連
合
長
の
出
身
部
族
で
あ
る

ウ
サ
イ
マ
ー
ト
部
族
を
中
心
と
し
た
部

族
民
兵
が
、
ホ
ー
シ
ー
派
と
の
戦
闘
に

参
加
し
た
が
、
実
は
こ
の
支
援
部
隊
の

な
か
に
は
、
多
く
の
サ
ラ
フ
ィ
ス
ト
が

含
ま
れ
て
い
た
（
参
考
文
献
④
）。
も

と
も
と
、
上
述
の
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
に

よ
る
ワ
ッ
ハ
ー
ブ
派
の
教
育
運
動
に
関

し
て
、
ホ
ー
シ
ー
派
と
ハ
ー
シ
ド
お
よ

び
サ
ラ
フ
ィ
ス
ト
と
は
対
立
関
係
に
あ

っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
と
き
の
サ
ラ
フ

ィ
ス
ト
民
兵
参
加
に
は
、
一
九
九
〇
年

統
一
以
降
の
イ
エ
メ
ン
に
お
け
る
イ
ス

ラ
ー
ム
過
激
派
の
出
現
が
、
大
き
く
影

響
し
て
い
る
。

　

ホ
ー
シ
ー
派
と
の
戦
闘
を
指
揮
し
た

ア
リ
ー
・
ム
フ
シ
ン
の
妻
は
、
タ
ー
リ

ク
・
フ
ァ
ド
リ
ー
と
い
う
人
物
の
妹
で

あ
る
。
タ
ー
リ
ク
は
旧
南
イ
エ
メ
ン
か

ら
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
に
亡
命
し
、
オ
サ

ー
マ
・
ビ
ン
ラ
ー
デ
ン
の
側
近
の
一
人

と
な
っ
て
、
と
も
に
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

で
ソ
連
軍
と
戦
っ
た
。
一
九
九
〇
年
統

一
の
際
の
特
赦
に
よ
り
イ
エ
メ
ン
に
帰

国
し
、
ソ
マ
リ
ア
に
向
か
う
米
軍
兵
士

を
狙
っ
た
テ
ロ
事
件
の
首
謀
者
と
し
て

逮
捕
さ
れ
る
。
し
か
し
、
一
九
九
四
年

内
戦
（
旧
南
イ
エ
メ
ン
の
再
分
離
独
立

を
宣
言
し
た
勢
力
と
統
一
維
持
の
サ
ー

レ
ハ
政
権
と
の
戦
闘
）
で
サ
ー
レ
ハ
に

協
力
し
、
南
部
に
対
す
る
工
作
を
行
っ

た
。
そ
の
戦
功
に
よ
り
、
内
戦
後
は
大

統
領
顧
問
や
上
院
議
員
に
任
命
さ
れ
る

（
妹
と
ア
リ
ー
・
ム
フ
シ
ン
と
の
結
婚

は
内
戦
後
。
二
〇
〇
九
年
、
公
職
を
辞

し
南
部
運
動
に
合
流
し
た
）。
タ
ー
リ

ク
の
み
な
ら
ず
、
オ
サ
ー
マ
・
ビ
ン
ラ

ー
デ
ン
と
関
係
し
た
多
く
の
イ
エ
メ
ン

人
サ
ラ
フ
ィ
ス
ト
が
統
一
以
降
に
帰
国

し
て
お
り
、
彼
ら
も
内
戦
後
に
タ
ー
リ

ク
と
と
も
に
サ
ー
レ
ハ
政
権
に
懐
柔
さ

れ
た
（
Ａ
Ｑ
Ａ
Ｐ
は
こ
の
と
き
懐
柔
の

対
象
に
な
ら
な
か
っ
た
サ
ラ
フ
ィ
ス
ト

に
よ
り
結
成
。
参
考
文
献
①
）。
彼
ら

は
過
激
派
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、

タ
ー
リ
ク
の
義
弟
で
あ
る
ア
リ
ー
・
ム

フ
シ
ン
を
支
援
し
、
不
倶
戴
天
の
敵
で

あ
る
シ
ー
ア
派
を
討
伐
す
る
た
め
に
部

族
民
兵
に
加
わ
っ
た
。

●
ハ
ー
シ
ド
部
族
連
合
の
凋
落

　

ザ
イ
ド
派
と
ハ
ー
シ
ド
・
バ
キ
ー
ル
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の
部
族
民
も
参
加
し
て
い
る
。
こ
れ
に

対
し
、
ハ
ー
シ
ド
の
み
な
ら
ず
バ
キ
ー

ル
の
部
族
長
た
ち
も
サ
ー
レ
ハ
の
支
持

者
で
あ
り
、
自
ら
の
部
族
民
に
は
フ
サ

イ
ン
の
反
米
演
説
や
二
〇
〇
四
年
以
降

の
政
府
軍
と
の
戦
闘
に
参
加
し
な
い
よ

う
命
じ
て
い
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

若
い
部
族
民
は
そ
の
命
に
従
わ
ず
、
ホ

ー
シ
ー
派
に
加
わ
っ
た
（
参
考
文
献
④
、

⑦
）。
こ
れ
は
、
も
は
や
部
族
社
会
で

は
な
い
。

　

実
は
、
一
九
九
五
年
以
降
の
サ
ー
レ

ハ
に
よ
る
政
権
強
化
の
過
程
で
、
部
族

社
会
の
変
容
と
部
族
勢
力
の
政
治
的
影

響
力
減
退
が
進
み
、
そ
れ
に
ホ
ー
シ
ー

派
の
伸
張
が
重
な
っ
て
、
現
在
で
は
イ

エ
メ
ン
最
強
の
政
治
ア
ク
タ
ー
で
あ
っ

た
ハ
ー
シ
ド
部
族
連
合
は
崩
壊
状
態
に

あ
る
。
サ
ー
レ
ハ
は
一
九
九
四
年
内
戦

後
の
国
家
再
建
を
Ｉ
Ｍ
Ｆ
・
世
界
銀
行

の
構
造
調
整
受
け
入
れ
に
よ
っ
て
行
っ

た
が
、
そ
の
際
に
構
造
調
整
に
か
か
わ

る
利
権
の
分
配
を
通
し
て
部
族
勢
力
の

切
り
崩
し
と
軍
の
強
化
を
図
っ
た
（
参

考
文
献
②
、
③
）。
そ
の
結
果
、
部
族

長
が
都
市
部
で
の
起
業
に
携
わ
る
な
ど

し
て
不
在
と
な
り
、
地
元
で
の
権
威
や

調
停
機
能
が
弱
ま
っ
て
、
部
族
民
に
対

す
る
統
制
能
力
も
失
わ
れ
た
。

　

も
ち
ろ
ん
、
部
族
社
会
の
価
値
観
や

慣
習
は
い
ま
だ
根
強
く
残
っ
て
い
る
。

二
〇
〇
四
年
以
降
の
ホ
ー
シ
ー
派
と
政

府
軍
の
衝
突
も
、
政
府
軍
と
の
戦
闘
で

死
亡
し
た
部
族
民
の
た
め
の
「
血
の
復

讐
」（
同
害
報
復
）
の
連
鎖
と
い
っ
た

性
格
の
強
い
も
の
だ
っ
た
。
し
か
し
、

部
族
長
の
統
制
が
効
か
な
く
な
っ
た
部

族
勢
力
は
、
そ
の
政
治
的
影
響
力
を
失

っ
て
弱
体
化
し
た
。
特
に
二
〇
〇
七
年

に
ハ
ー
シ
ド
部
族
連
合
長
の
ア
ブ
ド
ッ

ラ
ー
が
死
去
し
、
息
子
の
サ
ー
デ
ィ
ク

が
連
合
長
を
継
い
だ
あ
と
は
、
サ
ー
デ

ィ
ク
に
父
ほ
ど
の
指
導
力
や
カ
リ
ス
マ

性
が
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
ハ
ー
シ
ド

は
部
族
連
合
と
し
て
の
求
心
力
を
弱
め

て
い
く
。

　

政
治
的
弱
体
化
は
バ
キ
ー
ル
も
同
様

で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
り
若
い
部
族
民
は

ホ
ー
シ
ー
派
に
走
り
、
ホ
ー
シ
ー
派
が

拡
大
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
部
族
勢
力

が
ま
た
弱
体
化
す
る
と
い
う
悪
循
環
が

進
行
し
た
。
政
府
軍
に
部
族
民
兵
と
サ

ラ
フ
ィ
ス
ト
が
合
流
し
て
も
、

二
〇
〇
九
年
に
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
に
よ

る
激
し
い
空
爆
を
受
け
て
も
、
鎮
圧
さ

れ
な
い
ホ
ー
シ
ー
派
の
強
さ
の
裏
に
は
、

本
来
で
あ
れ
ば
部
族
長
に
よ
る
統
率
で

ホ
ー
シ
ー
派
の
運
動
自
体
を
制
約
で
き

る
は
ず
だ
っ
た
在
地
の
秩
序
維
持
機
能

が
、
サ
ー
レ
ハ
政
権
に
よ
る
部
族
勢
力

の
弱
体
化
に
よ
っ
て
失
わ
れ
て
い
た
状

況
が
あ
る
。

　

二
〇
一
四
年
の
ホ
ー
シ
ー
派
南
下
に

際
し
て
は
、
サ
ー
デ
ィ
ク
連
合
長
が
部

族
長
を
務
め
る
ウ
サ
イ
マ
ー
ト
部
族
の

み
が
ホ
ー
シ
ー
派
と
衝
突
し
、
他
の
ハ

ー
シ
ド
諸
部
族
は
こ
れ
に
参
加
し
て
い

な
い
。
部
族
連
合
長
な
ど
歯
牙
に
も
か

け
な
い
ホ
ー
シ
ー
派
部
族
民
兵
は
、
こ

れ
を
一
蹴
し
て
サ
ナ
ア
に
到
達
す
る
。

そ
の
直
前
の
二
〇
一
四
年
八
月
、
サ
ー

デ
ィ
ク
の
弟
ハ
ミ
ー
ド
（
有
力
政
治
家

で
、
サ
ー
レ
ハ
に
よ
る
利
権
の
分
配
で

成
功
し
た
実
業
家
。
将
来
の
大
統
領
候

補
と
も
い
わ
れ
て
い
た
）
は
国
外
に
逃

亡
し
た
。
翌
九
月
の
ホ
ー
シ
ー
派
サ
ナ

ア
入
城
以
降
は
、
サ
ー
デ
ィ
ク
と
元
第

一
機
甲
旅
団
長
の
ア
リ
ー
・
ム
フ
シ
ン

も
所
在
不
明
で
あ
り
、
す
で
に
出
国
し

た
と
目
さ
れ
て
い
る
。

●
サ
ー
レ
ハ
の
功
罪

　

現
在
の
イ
エ
メ
ン
情
勢
に
対
し
て
は
、

ス
ン
ナ
派
対
シ
ー
ア
派
の
宗
派
対
立
や

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
と
イ
ラ
ン
の
代
理
戦

争
と
い
っ
た
評
価
が
広
ま
っ
て
い
る
。

確
か
に
、
ホ
ー
シ
ー
派
の
起
源
は
ワ
ッ

ハ
ー
ブ
派
と
ザ
イ
ド
派
の
軋
轢
に
あ
る
。

し
か
し
、
そ
れ
は
宗
教
的
な
対
立
よ
り

も
、
ザ
イ
ド
派
で
あ
る
の
に
ワ
ッ
ハ
ー

ブ
派
を
支
援
し
た
ハ
ー
シ
ド
の
部
族
長

た
ち
の
政
治
的
利
害
に
よ
っ
て
生
じ
た

対
立
と
い
う
側
面
の
方
が
強
い
。
ま
た
、

イエメンのロック・パレス（2014 年 2 月）
撮影：Rod Waddington from Kergunyah, Australia

が
同
じ
人
々
で
あ
り
、
ホ
ー
シ
ー
派
が

ザ
イ
ド
派
地
域
で
ハ
ー
シ
ド
と
対
立
し

て
い
る
の
な
ら
、
ホ
ー
シ
ー
派
に
参
加

し
て
い
る
者
た
ち
は
誰
な
の
か
と
い
う

疑
問
が
生
じ
る
。
彼
ら
は
、
部
族
長
の

指
示
に
従
わ
な
い
若
い
部
族
民
で
あ
る
。

　

当
初
は
、
バ
キ
ー
ル
の
部
族
民
が
ホ

ー
シ
ー
派
に
参
加
し
て
い
る
と
い
わ
れ

た
（
参
考
文
献
⑦
）。
し
か
し
、
そ
の

後
の
勢
力
拡
大
（
二
〇
〇
四
年
以
降
の

政
府
軍
と
の
衝
突
、
二
〇
一
一
年
政
変

に
乗
じ
た
サ
ア
ダ
州
・
ジ
ョ
ウ
フ
州
・

ハ
ッ
ジ
ャ
州
の
支
配
、
二
〇
一
四
年
の

サ
ア
ダ
州
か
ら
サ
ナ
ア
へ
の
南
下
な

ど
）
を
み
る
と
、
明
ら
か
に
ハ
ー
シ
ド
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ホ
ー
シ
ー
派
の
運
動
に
お
け
る
ザ
イ
ド

派
の
宗
教
的
な
言
説
を
重
視
す
る
研
究

（
参
考
文
献
⑥
）
も
あ
る
。
け
れ
ど
も
、

ホ
ー
シ
ー
派
が
急
成
長
す
る
の
は
、
フ

サ
イ
ン
・
ホ
ー
シ
ー
の
反
米
演
説
を
契

機
と
し
て
お
り
、
若
い
部
族
民
を
惹
き

つ
け
る
力
は
ザ
イ
ド
派
で
は
な
く
反
米

志
向
に
あ
っ
た
。

　

紛
争
は
宗
派
の
対
立
な
ど
で
は
な
く
、

本
稿
で
述
べ
た
ホ
ー
シ
ー
派
・
部
族
・

サ
ラ
フ
ィ
ス
ト
・
政
権
の
相
互
関
連
に

よ
っ
て
生
じ
た
。
で
は
、
そ
れ
は
何
に

よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
な
の
か
。

も
ち
ろ
ん
理
由
は
複
数
あ
る
が
、
や
は

り
最
大
の
理
由
は
サ
ー
レ
ハ
の
政
治
手

法
に
帰
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
こ

に
は
、
サ
ー
レ
ハ
政
権
の
功
罪
を
考
え

る
べ
き
イ
エ
メ
ン
の
特
殊
事
情
が
あ
る
。

　

ホ
ー
シ
ー
派
と
の
戦
闘
に
部
族
民
兵

を
加
わ
ら
せ
、
不
安
定
要
因
同
士
を
戦

わ
せ
て
両
者
の
弱
体
化
を
図
る
。
イ
ス

ラ
ー
ム
過
激
派
を
利
用
し
て
懐
柔
し
、

そ
の
弱
体
化
を
図
る
。
こ
れ
ら
を
分
断

と
懐
柔
に
よ
る
権
威
主
義
体
制
強
化
の

一
環
と
批
判
す
る
の
は
容
易
で
あ
る
。

し
か
し
、
同
じ
こ
と
を
部
族
勢
力
が
政

府
や
軍
よ
り
も
強
い
と
い
う
異
常
な
状

態
の
正
常
化
や
、
イ
ス
ラ
ー
ム
過
激
派

に
対
す
る
よ
り
有
効
な
対
策
と
評
価
す

る
こ
と
も
、
可
能
な
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
サ
ー
レ
ハ
は
不
安
定
要
因
を

敢
え
て
存
続
さ
せ
る
よ
う
な
対
策
を
と

っ
て
き
た
。
こ
れ
に
は
二
つ
の
理
由
が

あ
る
。
ひ
と
つ
は
、「
血
の
復
讐
」
と

い
う
慣
習
が
根
強
い
社
会
で
は
、
多
数

の
死
者
を
出
す
よ
う
な
対
策
は
、
逆
に

紛
争
を
泥
沼
化
さ
せ
る
か
ら
で
あ
る
。

ホ
ー
シ
ー
派
は
そ
の
失
敗
例
で
あ
る
わ

け
だ
が
、
一
般
に
は
過
度
の
暴
力
は
忌

避
さ
れ
る
例
が
多
い
。

　

も
う
ひ
と
つ
は
、「
脆
弱
国
家
支
援

論
」
に
よ
り
不
安
定
要
因
が
援
助
獲
得

の
手
段
と
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ

は
ソ
マ
リ
ア
や
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
を
念

頭
に
、
破
綻
国
家
が
国
際
社
会
に
及
ぼ

す
甚
大
な
悪
影
響
を
阻
止
す
る
た
め
、

破
綻
国
家
に
近
い
国
々
に
よ
り
多
く
の

援
助
を
行
っ
て
、
そ
の
再
建
や
安
定
化

を
図
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
外
国
か

ら
の
援
助
獲
得
は
、
最
貧
国
イ
エ
メ
ン

の
最
優
先
課
題
で
あ
る
。
民
主
化
が
援

助
の
条
件
と
さ
れ
れ
ば
民
主
化
を
行
い
、

そ
れ
が
脆
弱
国
家
に
変
わ
れ
ば
国
の
不

安
定
さ
を
強
調
し
て
、
援
助
の
拡
大
を

求
め
て
き
た
。
援
助
を
得
ら
れ
る
環
境

づ
く
り
こ
そ
が
、
政
府
の
至
上
命
題
で

あ
っ
た
。

　

こ
れ
ら
二
つ
の
理
由
が
重
な
っ
て
、

イ
エ
メ
ン
で
は
不
安
定
要
因
が
温
存
さ

れ
て
き
た
。
お
そ
ら
く
、
政
府
が
問
題

の
初
期
に
徹
底
的
な
掃
討
作
戦
を
行
え

ば
、
イ
ス
ラ
ー
ム
過
激
派
も
ホ
ー
シ
ー

派
も
、
現
在
の
勢
力
ほ
ど
大
き
く
は
な

ら
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
サ

ー
レ
ハ
政
権
は
こ
れ
ら
不
安
定
要
因
を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
と
の
予
断
の
下
、

彼
ら
に
対
す
る
強
行
策
を
と
ら
な
か
っ

た
。
こ
の
た
め
、
イ
エ
メ
ン
で
は
サ
ー

レ
ハ
と
各
不
安
定
要
因
は
実
は
裏
で
つ

な
が
っ
て
い
る
と
の
憶
測
が
強
い
。
そ

れ
が
事
実
で
あ
る
に
し
て
も
、

二
〇
一
一
年
政
変
の
混
乱
以
降
、
イ
ス

ラ
ー
ム
過
激
派
や
ホ
ー
シ
ー
派
は
勢
力

を
拡
大
し
、
政
府
の
手
に
は
負
え
な
い

モ
ン
ス
タ
ー
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

現
在
の
内
戦
は
、
サ
ー
レ
ハ
の
政
治

手
法
が
破
綻
し
た
結
果
な
の
か
。
そ
れ

と
も
、
多
く
の
不
安
定
要
因
に
対
処
し

な
が
ら
国
政
を
仕
切
る
こ
と
が
で
き
る

政
治
家
が
、
よ
く
も
悪
し
き
も
サ
ー
レ

ハ
以
外
に
い
な
い
と
い
う
こ
と
に
起
因

す
る
も
の
な
の
か
。
そ
の
判
断
は
難
し

く
、
そ
れ
自
体
が
イ
エ
メ
ン
政
治
の
困

難
さ
を
表
し
て
い
る
。

（
ま
つ
も
と　

ひ
ろ
し
／
大
東
文
化
大

学
国
際
関
係
学
部
教
授
）
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